
﹁
櫨
の
道
﹂ 

構
成
遺
産

筑
後
川
遺
産﹁
櫨
の
道
﹂の
物
語︵
ス
ト
ー
リ
ー
︶は
︑江
戸
時
代

の
久
留
米
藩
エ
リ
ア
︑特
に
筑
後
川
流
域
を
中
心
に
点
在
す
る

歴
史
遺
産
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
︒

そ
れ
ら
を﹁
櫨
の
苗
木
づ
く
り
﹂︑﹁
生
産
か
ら
流
通
ま
で
﹂︑﹁
二
つ

の
櫨
並
木
﹂︑﹁
芸
術
と
し
て
の
櫨
﹂の
４
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
紹
介

し
ま
す
︒

耳　　　納　　　山　　
　地
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宝
満
川

九
州
新
幹
線

小
石
原
川

巨 瀬 川

筑  後  川

ＪＲ鹿児島本線

九
州
自
動
車
道 西

鉄
天
神
大
牟
田
線

大分自動車道

長崎
自動
車道

長崎本線

久
留
米
駅

久
留
米
駅

大本山善導寺大本山善導寺

杷木 IC杷木 IC

朝倉 IC朝倉 IC

甘木 IC甘木 IC
小郡 IC小郡 IC鳥栖 IC鳥栖 IC

小郡鳥栖南
スマート IC
小郡鳥栖南
スマート IC

久留米 IC久留米 IC

宮の陣宮の陣

瀬の
下

JR久大本線

西鉄甘木線

端間港端間

高良大社高良大社

小
郡
小
郡

薩
摩
街
道

筑
前
街
道

肥
前
街
道

日 田 街 道 （ 中 道 ）

参
府
街
道

柳
川
往
還

日 田 街 道（ 山 辺 ）日 田 街 道（ 山 辺 ）

日 田 街 道

N

S

府
中

小郡

草野

田主丸

吉井

　　　　　櫨の
道

構成する歴
史遺産

2

花畑

肥前旭

新鳥栖

田代

櫛原

五郎丸

味坂

古賀茶屋

学校前

大城
北野

金島

本郷

聖マリア
病院前

南久留米

久留米大学前 御井

善導寺 筑後草野

田主丸

筑後吉井
うきは

久留米
高校前

津福

久
留
米
駅

久
留
米
駅

鳥
栖
駅
鳥
栖
駅

久留米城久留米城

ドイツ兵撮影
「櫨の実ちぎり」写真
ドイツ兵撮影
「櫨の実ちぎり」写真

内山伊吉碑内山伊吉碑

鹿毛家住宅鹿毛家住宅

居蔵の館居蔵の館

日本一
櫨ろうそく
日本一
櫨ろうそく

けしけし山の
青木繁之碑
けしけし山の
青木繁之碑

柳坂曽根の櫨並木柳坂曽根の櫨並木

青木繁･
田中彦影碑
青木繁･
田中彦影碑

鑓水九左衛門の
石灯籠
鑓水九左衛門の
石灯籠

植木苗木発祥の碑植木苗木発祥の碑

延寿寺曽根の櫨並木延寿寺曽根の櫨並木

平田家住宅平田家住宅
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木蝋製造道具木蝋製造道具

田中久重
生誕地
田中久重
生誕地
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上野抜天園上野抜天園
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4

「農人錦の嚢」「農人錦の嚢」
1

天日晒しで
白蝋を
作ります

「かぎんちょ」で
実を引き寄せます

櫨の実運びには
三輪トラックも
活躍しました

筏で櫨の実を
運びました

　
櫨︵
ハ
ゼ
ノ
キ
︶の
有
用
性
を
知
り
︑久

留
米
藩
で
い
ち
は
や
く
苗
作
り
の
研
究

に
取
り
組
ん
だ
の
が
竹
下
周
直
で
︑宝
暦

年
間
に﹁
松
山
櫨
﹂を
発
見
し
ま
し
た
︒

　
大
蔵
永
常
著﹁
農
家
益
﹂で
櫨
の
最
高
品
種
と
評
さ
れ
た
こ
と
で
︑莫
大
な

数
の﹁
松
山
櫨
﹂の
需
要
が
生
ま
れ
ま
し
た
︒そ
れ
に
応
え
る
に
は
︑櫨
苗
の

育
成
方
法
︑特
に﹁
接
ぎ
木
﹂と
呼
ば
れ
る
苗
木
技
法
が
不
可
欠
で
し
た
︒

　﹁
接
ぎ
木
﹂と
は
︑増
や
し
た

い
木
の
枝
を
採
取
し
︑他
の
土

台︵
台
木
︶の
苗
木
に
接
着
さ

せ
る
技
法
で
す
︒こ
れ
ら
接
ぎ

木
技
術
の
向
上
が
︑以
降
の
植

木
苗
木
の
里
と
し
て
の
発
展

に
つ
な
が
り
ま
し
た
︒

　
ま
た
︑品
種
改
良
に
つ
い
て

は
︑﹁
松
山
櫨
﹂を
も
と
に
︑豊
凶

の
年
の
差
が
少
な
く
︑よ
り
安

定
し
た
収
穫
が
得
ら
れ
る﹁
伊

吉
櫨
﹂が
作
り
だ
さ
れ
︑九
州
一

円
に
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
︒現
在
︑こ
れ
ら
先
人

の
功
績
が
碑
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
︒

ドイツ兵撮影
「櫨の実ちぎり」写真

ドイツ兵撮影
「櫨の実ちぎり」写真

「農人錦の嚢」

木蝋製造道具木蝋製造道具

内山伊吉碑

田中久重生誕地田中久重生誕地鹿毛家住宅鹿毛家住宅

上野抜天園上野抜天園

日本一櫨ろうそく日本一櫨ろうそく

けしけし山の
青木繁之碑
けしけし山の
青木繁之碑

柳坂曽根の櫨並木柳坂曽根の櫨並木

青木繁･田中彦影碑青木繁･田中彦影碑
げん えいげん えい

鑓水九左衛門の石灯籠植木苗木発祥の碑

延寿寺曽根の櫨並木延寿寺曽根の櫨並木 居蔵の館居蔵の館
全国でも唯一、小学校に隣接している
櫨並木。保存運動が盛んになり、遊歩
道が整備されたことで、散策を楽しむ
人も多い。毎年紅葉の頃、地元の有志
によるライトアップで賑わう。12月に
は小学生たちも参加する櫨の実ちぎり
や櫨ろうそく作りなど、地域に根ざし
た体験活動が行われている。

昭和47年（1972）、柳坂曽根の櫨並木を
保存して後世に残そうと、画家・青木繁
の歌碑とホトトギス派の俳人・田中彦
影の句碑が建立された。

昭和23年（1948）、青木繁が故郷への
思いを詠った「櫨多き国」。坂本繁二郎
の文字デザインによる歌碑が兜山（け
しけし山）に建立された。毎年３月の青
木繁の命日に「けしけし祭り」を開催。

平成9年（1997）、財団法人久留米市総
合管理公社の設立10周年記念事業
で製作。柳坂曽根の櫨の実を亀崎製
蝋所で搾り、愛知県の磯部ろうそく店
が和ろうそくの本体を製作、兵庫県の
俳画師・安達しげをが櫨の絵付けと、
青木繁の短歌を書き上げて完成した。

芸
術
と
し
て
の
櫨

寛延３年（1750）に竹下周直が櫨栽培の
豊富な経験と知識を傾けて著した技術
書（旧山本郡柳坂組大庄屋を勤めた上
野家に伝来した写本）。
内容は、櫨実の善し悪しの選び方に始
まり、苗の仕立て、接ぎ木、実の採り方、
害虫の駆除など、30項目に及ぶ。

天保３年（1832）亀王騒動の後、竹下家
の後任として、秋山勘九郎が亀王村大
庄屋に就任した。勘九郎は「伊吉櫨」を
主力に多くの櫨苗を生産した。櫨苗作
りで培った接ぎ木技術は、他の樹木生
産技術にも及び、やがて久留米は植木
苗木のまちとして全国に知られていく。

鹿毛家は、江戸時代から櫨蝋製造や
醤油醸造、質屋などを経営し、盛時の
屋敷には数十棟の蔵が並んでいたと
いう。図面によると、櫨の実を貯蔵する

「枦庫」は他の貯蔵面積に比べ、かな
り広い面積を占めていた。製蝋までし
ていたかは不明だが、帳簿では鹿毛家
は1,171本の櫨の木を所有していた。

製蝋業で財をなし、銀行経営に携わって
いた旧松田家の店舗兼住居。蓄積した
富は「吉井銀」と呼ばれ、主に農民・商人
に貸し付けて資金を増やした。明治15
年（1882）、「吉井銀行」設立後、製蝋改良
を目的として「吉井製蝋株式会社」が設
立、そして松田家を含む製蝋業者達の資
金が投入され「生吉銀行」が誕生した。

久留米市教育委員会蔵

～櫨栽培技術書～

寛延２年（1749）、久留米藩家老の有馬
主膳は、生葉郡山北村大野原の松林
への櫨苗の植栽を山守・鑓水九左衛
門に命じた。九左衛門は薩摩から仕入
れた唐櫨苗１万本を植えた。大山祇神
社には櫨の事業成功を祈念して九左
衛門が寄進した石灯籠が残っている。

小郡町では庄屋・池内孫左衛門（1693

～1771）が島原より櫨木を購入したこと
より櫨栽培が始まったとされている。孫
左衛門は、若き農民・内山伊吉（1730～

1815）とともに「松山櫨」をもとに数種
の櫨木と交配させ「伊吉櫨」を作り上
げた。

田中久重は寛政11年（1799）久
留米市内通町生まれ。幼少より
機械を作ることが好きで、『からく
り儀右衛門』として親しまれた。

「田中近江大掾」によると、一世を
風靡した「懐中燭台」や、櫨の実
から蝋を搾る「蝋締機」も久重が
発明創作したという。

収穫された櫨の実は、各地の
仲買人によって実が集められて

「板場」と呼ばれる製蝋工場へ集められる。
上野家は明治時代から、冬はちぎり子を
雇って近所の櫨の実を集めて、柳川や筑後、
吉井などの製蝋所に卸していた。画像は櫨
の枝を近くに寄せる竹製の「かぎんちょ」。

明治から大正にかけて作られた
圧搾法による木蝋製造道具。明
治30年（1897）頃に創業した旧亀
崎製蝋所で使用されていた。この
時期、ほとんどの製蝋所で人力に
頼った立木式蝋絞り機から、モー
ターを使った画期的な圧搾機へと
切り替わっていった。

昭和39年（1964）5月、県の天然記念物
に指定された櫨並木。南北約1.2kmに
わたって、樹高５～６ｍの堂々とした
200本以上の櫨が現存している。江戸
時代に植えられ、これまで永勝寺への
参道として、又かぶと山登山道への並
木として親しまれてきた。毎年11月の紅
葉時は、同保存会により「ハゼまつり」
が開催され多くの観光客が訪れる。

第一次世界大戦における日独戦争時（1914）に俘
虜となったドイツ軍予備将校エドゥアルト・ヴィル
は、５年間を熊本と久留米の収容所で過ごした。
その時に久留米の収容所で当時の日本人が櫨の
実を採る様子を撮影した貴重な写真。

うきは市浮羽町山北 大山祇神社内

小郡市小郡
東町公園内

うきは市山北
大山祇神社

伊吉櫨

福岡県久留米市通町

久留米市田主丸町殖木　諏訪神社境内

久留米市草野町草野

うきは市吉井町

平田家住宅平田家住宅

幕末から明治初期に、第４代伍三郎が製
蝋業により財産基礎を作った平田家。明
治７年（1874）、親族で貯金組合「伍盟
社」、明治26年（1893）、第５代大蔵を頭取
とした伍盟銀行を設立した。小郡では平
田のように木蝋業の繁栄により、貸金業
を営み、利益を運用して潤う者が多く、

「小郡銀」とも呼ばれる。

小郡市小郡

久留米市
草野町吉木

久留米市 国分町久留米市山本町豊田

うきは市福益

久留米市山本町豊田
柳坂曽根の櫨並木

久留米市山本町豊田

久留米市山本町豊田

高さ102㎝
直径35～45㎝
重さ75.3㎏

（大庭卓也 小澤太郎編「熊本・久留米俘虜収容所（1914～1920）の風景」）

　
戦
前
ま
で
は
︑筑
後
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
櫨
が
生
い
茂
り
︑秋
に
は
鮮
や

か
に
紅
葉
す
る
風
景
が
み
ら
れ
ま
し
た
︒そ
の
な
か
で
生
ま
れ
育
っ
た
文

化
人
・
芸
術
家
た
ち
は
︑歌
や
文
学
︑絵
画
な
ど
に
︑ふ
る
さ
と
の
櫨
の
あ
る

風
景
を
︑数
多
く
残
し
て
い
ま
す
︒

　
洋
画
家
・
松
田
諦

晶
は
地
元
の
櫨
紅

葉
を
好
ん
で
描
き

ま
し
た
︒同
じ
く
青

木
繁
は﹁
我
が
国
は 

筑
紫
の
国
や 

白
日

別 

母
い
ま
す
国 

櫨

多
き
国
﹂︑ホ
ト
ト
ギ

ス
派
の
俳
人
・
田
中

彦
影
は﹁
三
里
な
ほ 

五
里
な
ほ 

櫨
の
紅

葉
か
な
﹂と
︑郷
土
の

風
景
へ
の
想
い
を
詠

ん
で
い
ま
す
︒

　

江
戸
時
代
に
久
留
米
藩
に
よ
っ
て
奨
励
栽
培
さ
れ
た
櫨
か
ら
は
︑

毎
年
︑多
く
の
実
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
︒こ
れ
ら
の
実
は
地
主
の
蔵

に
集
め
ら
れ
︑粉
に
し
て
蒸
し
︑圧
搾
機
で
蝋
が
搾
り
出
さ
れ
ま
す
︒

　

櫨
蝋
は
筑
後
川
を
下
り
︑船
で
大
坂
へ
出
荷
さ
れ
大
き
な
利
益

を
出
し
ま
し
た
︒明
治
時
代
に
な
る
と
︑仲
買
人
や
﹁
蝋
屋
﹂と
呼
ば

れ
る
製
蝋
業
者
が
活
躍
し
︑海
外
輸
出
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
︒

　
こ
う
し
て
蓄
積
さ
れ

た
富
を
も
と
に
吉
井
︑小

郡
︑草
野
な
ど
の
町
で
は

銀
行
を
営
む
者
が
生
ま

れ
ま
し
た
︒こ
の
エ
リ
ア

に
は
︑収
穫
か
ら
加
工
︑

流
通
に
い
た
る
設
備
や
道

具
︑櫨
で
蓄
積
さ
れ
た
富

の
名
残
が
残
って
い
ま
す
︒

　

江
戸
時
代
に
活
況
に
な
っ
た
櫨
産
業
に
合
わ
せ
︑
久
留
米
藩
は

﹁
荒
地
櫨
植
立
吟
味
役
﹂を
設
立
し
︑
空
き
地
や
曽
根
な
ど
至
る
所

に
櫨
を
植
え
ま
し
た
︒し
か
し
時
代
と
共
に
櫨
蝋
の
需
要
減
で
価

格
が
低
迷
し
た
た
め
︑櫨
は
次
々
と
伐
採
さ
れ
他
の
作
物
に
置
き
換

え
ら
れ
て
行
き
︑
殆
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
中
︑
か
ろ
う
じ
て
残
っ
た

の
が
︑
耳
納
山
地
か
ら
流
れ
下
る
川
沿
い︵
曽
根
︶の
櫨
並
木
で
す
︒

そ
れ
が
柳
坂
曽
根
と
延
寿
寺
曽
根
の
櫨
並
木
で
す
︒

　

柳
坂
曽
根
の
櫨
並
木
は
︑
１
９
６
４
年
に
福
岡
県
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
︑
な
お
伐
採
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
な
ど
︑

櫨
への
人
々
の
理
解
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

そ
ん
な
中
︑住
人
の
香
月
徳
男
が
立
ち
上
が
り
︑シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︑

ハ
ゼ
ま
つ
り
な
ど
を
開
催
︒多
く
の
人
の
関
心
を
集
め
︑保
存
活
動
の

機
運
を
盛
り
上
げ
て
行
き
ま
し
た
︒そ
の
思
い
は
今
も
地
元
の
保
存

会
に
受
け
継
が
れ
︑
２
０
０

本
を
超
え
る
並
木
と
し
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ま
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寺
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で
も
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ら
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葉
の
時
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に
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に
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イ
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や
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子
ど
も
達
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の

櫨
の
実
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ぎ
り
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な
ど
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櫨
並
木
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大
切
に
守
っ
て
い

こ
う
と
い
う
住
民
た
ち
に

よ
っ
て
保
存
活
動
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
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櫨
の
あ
る﹁
ふ
る
さ
と
の
風
景
﹂と
文
化
芸
術

久
留
米
藩
の﹁
苗
木
づ
く
り
﹂と﹁
品
種
改
良
﹂

製
蝋
業
を
支
え
た
道
具
︑設
備
︑技
術
者
な
ど

松田 諦晶　《櫨紅葉》　1949年　
油彩・カンヴァス　45.9×53.1センチ　久留米市美術館

接ぎ木の方法について書かれている（大蔵永常「農家益」）

櫨
の
苗
木
づ
く
り

生
産
か
ら
流
通
ま
で

耳
納
山
地
か
ら
流
れ
下
る
川
沿
い︵
曽
根
︶に
あ
る

二
つ
の
櫨
並
木

櫨の接ぎ木が成功し、
新芽が出ている様子。

香月徳男氏。2003年撮影。
背景は香月氏が櫨並木で営んだカフェ「香櫨亭」。
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蝋型（明治～昭和10年代）。写真の「筑
三商店」は大阪の蝋問屋（欧米輸出）で、
久留米に出張所を設けていた。

久留米市教育委員会蔵

久留米大学御井図書館蔵

かぎんちょ

ふくろやり　みず

おおやまづみ

いくは

かめおう

えん じゅ　じえん じゅ　じ

いくよし


